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別因子説を支持する研究もあり (Fisk，Fisher， & 



































































































































































































































































が， 第一刺激の左カかミら“ 2"番目と“ 3"番日は，
第二刺激の
全に空間的にオ一パ一ラツブプ。した位置に提示さ


















































































































































若年群平均 標準偏差 高齢群平均 標準備差
仮現運動最適相 76.7 15.19 84.5 17.26 
単純反応時間 240.6 39.03 308.1 82.65 
選択反応時間 387.8 54.91 629.8 145.89 
カテゴリ判断時間 698.0 120.88 1152.2 422.54 
文字認知時間 30.9 7.56 76.7 35.90 
顔直後再認数
4.2 0.42 3.5 0.45 ( 5項目中)
TA 
20.3 4.08 21.4 6.80 (緊張覚醒)
EA 













単純反応時間 -0.4038 0.4330 -0.3242 -0.3105 -0.2139 -0.5344 
選択反応時間 -0.5047 一0.4863ー0.4088一0.4988-0.4722 一0.6963
カテゴリ判断 一0.4170一0.3712ー0.4147-0.4441 -0.4645 -0.6333 
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